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負 荷 側 交 流 分 路 の併 設 に よ る整 流 回路 の

高 調 波低 減

名古屋大学　 雨 宮 好 文

名古屋大学　 曽 和 将 容

1. ま え が き

サ イ リス タ制 御整 流 装 置の 電 源 側 交 流 電 流 は,高 調

波 を 多量 に 含ん だ もの と な る。 電 気 車 の よ うに単 相 で

大 電 力 を 扱 う もの で は,高 調 波 含有 量 は と くに大 き く,

主 と して 第3調 波 が力 率 を低 下 し,第5調 波 以 上(高

次 高 調 波 と略称 す る)が 通 信 雑 音障 害 を生 じる 。高 調

波 低 減 策 と して現 用 の もの は,そ れ ぞ れ の調 波 に共 振

す る複 数個 の フ ィル タ を 装 置 の電 源 側端 子 間 に並 列 接

続 す る方 法 で あ る。 わ が 国 の電 気 車 に 積載 され て い る

もの は,そ の 容 積 の 関 係 上,第5調 波 お よ び 第7調 波

フ ィル タだ け とな って い る。

整 流 回 路 の 出 力 の 全 電 圧 そ の ま ま を 位 相 制 御 す る と

き は,出 力 電 圧 の 脈 動 率 が 大 き くな りす ぎ る。 この 点

を 改善 す るた め,わ が国 の サ イ リス タ電 気 車 で は積 み

重 ね方 式(縦 続 方 式 あ る い は ブー ス タ方 式(1)とも呼 ば

れ る)が 採 用 され て い る 。

積 み重 ね方 式 と は,次 の よ うな もので あ る 。主 変 圧

器 の二 次巻 線 は,た と えば,4個 に分 割 され て お り各

巻 線 ご と に,サ イ リス タ ブ リ ッジ回 路 が 設 け られ て い

る 。 ブ リッジ回 路 各 段 の 出力 電 圧 は,直 列 に相 加 え ら

れ て負 荷 に供 給 され る 。 こ の 際,1段 目 か ら(m-1)

段 目ま で の ブ リッジ回 路 の 出 力 は,す べ て 非 制 御 で あ

り,m段目 の ブ リッジ 回路 の 出力 は制 御 さ れ,(m+1)

段 以 上 の 出力 は す べ て0で あ る よ うに さ れ る。 す な わ

ち,直 列 出 力 は非 制 御N/4電 圧(N〓3)と 位 相 制 御

さ れ た1/4電 圧 との重 ね合 わせ と な る 。 こ こで 非 制御
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電 圧 は サ イ リス タ の制 御 が完 了 した 形,す な わ ち制御

角 度0と す る こ とに よ って 得 られ る 。

積 み 重 ね 方 式 を 採 用 す る サ イ リス タ 制 御 整 流 装置の

電 源側 交 流 電 流 に 含 まれ る高 調 波 は,主 と して 非制御

出 力 に 基 因 す る成 分 と主 と して 制 御 出 力 に基 因 す る成

分 とか らな る 。前 者 を低 減 す る こ と は,装 置 全 体 の高

調 波 低 減 に 役 だ つ 。 この 報 告 で は 非 制 御 出 力 を 生 じる

回路,す な わ ちダ イ オ ー ド整 流 回 路 の 高 調 波 低 減 の一

方 法 に つ い て 述 べ る 。 こ の方 法 の 要 旨 は負 荷 側 端子間

に リップ ル 交 流 分 路 を併 設 す る こ と に よ って,負 荷 電

流 は平 滑 の ま まで 直 流 電 流 の脈 動 率 を 大 に し,電 源側

交 流 電 流 に お け る高 調 波 を 低 滅 す る こ とで あ る。

この 種 の 装 置 の高 調 波 低 減 に 関 して,す で にこい くつ

か の 報 告 が あ る 。 こ れ らを 分 類 す る と サ イ リス タ整流

回 路 の高 次 高 調波 対 策, (2) (3)同じ く第3調 波 対策, (4)ダ

イオ ー ド整 流 回路 の 高 調 波 対 策(5)とな る。 最 後 の方法

の要 旨 は直 流 側端 子 間 に 交 流 分 路 を併 設 し,負 荷 回路

と の合 成 イ ン ピー ダ ンス を 定 抵 抗 に す る こ とで あ る。

ダ イ オ ー ド整 流 回 路 は リア ク テ ィブ 負 荷 の と き電源側

交 流 電 流 に 高 調 波 を 生 じるが,純 抵 抗 負 荷 の と き高 調

波 は0と な る,と い う原 理 に基 づ く。

上 記 の 方 法 は 一 つ の 手 段 の採 用 に よ って 第3調 波は

も とよ り,全 高 調 波 を 一 挙 に低 減 で き る と い う点 が技

術 的 に お も しろ い 。 しか し,交 流 分 路 は コ ンデ ンサと

抵 抗 との 直 列接 続 よ り な り,そ れ ら(特 に後 者)の 定

数 の 適 正 値 は負 荷 の大 小 に よ り異 な る とい うだ けで な

く,抵 抗 にお け る電 力 損 失 が きわ め て 大 き い 。

これ らの 難 点 を改 善 す るた め に こ こに新 た な 回 路方

式 を 提 案 す る 。 そ の要 旨は 上 記 の 交 流 分路 を 通 る リッ

プ ル 交 流 の全 波 整 流 出 力 を,主 回 路 の 出 力 に重 ね て負

荷 に加 え る こ とで あ る 。 重 ね の 方 法 に2と お り あ り,

<14>  Trang. I. E. E. J. 2/'73
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主 回 路 出 力 と直 列 にす る方 法 と並列 に す る方 法 とに 分

れ る 。 こ の報 告 で は前 者 の検 討 結 果 に つ い て述 べ る。

2. 負 荷 側 交 流 分 路 と 高 調 波

整 流 回路 の 直 流 電 流 の 脈 動 率 を 大 とす る ほ ど,電 源

側 交 流電 流 の高 調 波 含 有 量 は 小 とな る,と い う こ とが

知 られて い る。脈 動率 を 大 とす るた め に,負 荷側 に 交

流 分路 を併 設 した 第1図 に示 す回 路 が 考 え られ る 。 こ

こで,交 流 分 路 は フ ィル タF(リ ップ ル周 波 数 交 流 だ

け を通 す もの とす る)と 抵 抗rと の直 列 接 続 で あ る 。

回 路 の 動 作 の 見 と お しを よ くす るた め に,負 荷 に は

非 常 に大 きい リア ク トル を 含 ん で 電 流I0は 完 全 に 平

滑 に され て い る もの と し,ま た,電 源側 の リア ク タ ン

ス は0で あ って,ブ リッ ジ電 流 の 重 な り角 は0と な る

もの とす る 。

整 流 器 の直 流 出 力 電 圧vdの 波 形 は,第2図(a)

に 示 す よ うに な る 。 ここ で,Emは 交 流 電源 電 圧 の 振

幅 とす る 。 直 流 電 流idは 完 全 平 滑 電 流I0と フ ィル

タ を通 って 流 れ る リ ップ ル 周 波 数交 流 電 流if振 幅 は

第1図 負 荷側 に リップ ル交 流 分 路 を備 え る

ブ リ ッジ整 流 回路

Fig. 1. A bidged rectifier circuit provided with 

a ripple frequency branch across a load.

第2図　 第1図 の回路の各部電圧電流波形

Fig. 2. Wave forms in the circuit of Fig. 1.

第1表　 第2図ia波 形 の高 調波 含有 量An/A1

およ び ひず み 率K1な ど の計 算 例(%)

Table 1. Calculated values for An/A1, K1, K2 

in % of ia wave form in Fig. 2.

aI0と す る)と の和 で,(b） 図 の波 形 と な る 。 こ の波

形 の脈 動 率 はaと と もに大 とな る 。交 流 電 流iaは,

(c)図 の波 形 と な る 。

こ のia波 形 の フー リエ係 数Anを 計 算 す る と

〓

n:奇 数

とな る。 した が って,あ る高 調波 次 数 の もの に つ い て

An=Oと す るよ うにaの 値 を定 め る こ と もで き る。

次 にia波 形 の ひず み率K1は

〓

で 与 え られ る 。 ま た,第3調 波 に よ る障 害 とそ の 他 の

高 調波 に よ る障 害 と は性 質 が異 な る ので,第3調 波 を

除 外 して,第5調 波 以 上 の実 効 値 と基 本 波 の実 効 値 と

の 比K2を 計 算 して お く。K2は

〓

で 与 え られ る 。

第1表 はaの 各 種 の値 に対 しAn/A1(%),K1,

K2(%)な どの 計 算 例 を 示 す 。a=0と い うの は 交 流

分 路 を 欠 く場 合(無 対 策 回 路 と略 称 す る)に 相 当 す る。

表 に よ る とa=0.5程 度 とす る と きは 第3調 波 は 激

減 し, K2の 値 で み る と,第5調 波 以 上 の含 有 量 もa

=oの 場 合 の1/2以 下 とな る こと が知 られ る
。

しか し,第1図 の回 路 の実 用 上 の難 点 はaの 値 を 一

定 に保 つ た め に は負 荷 電 流I0に 応 じて 抵 抗rの 値

を 変 え るの を 要 す る こ と,お よび,抵 抗rで 消 費 さ

れ る電 力Prが きわ め て 大 き い こ と,で あ る 。

負 荷 に 供 給 され る電 力 をPoと す る と き

Pr=(a/3)P0

と い う関 係 が あ る 。a=0.5～1の 値 に対 し,　 Pr/Po

～17～33%と な る。

3. 新 しい 方 法 と 諸 量 の 概 算

<3・1> 回 路 構 成　 第3図 に 新 た に 提 案 す る回 路

の構 成 を示 す 。負 荷 側 交 流 分 路 は フ ィル タFと 変 圧

(a)直 流 出 力 電 圧

(b)直 流 電 流

(c)交 流 電 流
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第3図　 新 た に 提 案 す る ブ リッジ整 流 回路

Fig. 3. A bridged rectifier circuit proposed in

 this paper.

器T'の 一 次巻 線 との 直列 接 続 で あ る。変 圧 器T'の

二 次 巻 線に は ブ リッジD'が接 続 され,そ の全 波 整 流

出 力電 圧 は主 ブ リッ ジDの 出力 電 圧 と直 列 に さ れて

負 荷 に 加 え られ る 。 フ ィル タFは た と えば,オ ー ム

数 の小 さい コ ンデ ン サで あ り直流 分 だ け カ ッ トす る も

の とす る 。

この 回路 の 動 作 の見 とお しを 良 くす る た め,い くつ

か の 仮 定 を 設 け る。 負荷 に は完 全 平 滑 な直 流Ioが 流

れ る もの とす る。電 源側 の リア クタ ン ス は零 で あ って

主 ブリ ッ ジ電 流 の 重 な り角 は0と な る もの と す る[主

ブ リ ッジDの 出 力 電 圧 波 形 は第2図(a)と 同 じに

な る]交 流 分路 に流 れ る リップ ル電 流 は電 源 周 波 数 の

2倍 周 波数 を もち,正 負 対 称 波 形 で あ る とす る 。D'

ブ リッ ジ電 流 の重 な り角 をuと し,重 な りの期 間で の

リ ップ ル電 流 は直 線 的変 化 をす る もの とす る 。

リップ ル 周 波数 交 流電 圧 が変 圧 器T'(巷 数 比 は1

:a)の 一 次 側 に 加 わ る。 二 次 側 に生 ず る交 流 電 圧 に

よ って,ブ リッジD'中 の各 ダ イ オ ー ドの極 性 が リ ッ

プ ル周 波数 を も って 切 り換 わ り,電 流Ioは 二 次巻 線

中 を交 番 して 流 れ る 。

した が って,一 次 電 流iFは 振 幅aIoを もち立 上

り立 下 りの傾 斜 が2aIo/τ で あ る台形 波 交 流 とな る 。

電 源角 周 波数 を ω とす る とき リ ップ ル 角 周 波数 は2

ω で あ り,τ=u/2ω で あ る 。

第4図に (a) 出 ―電 圧vd, (b)直 流 電 流id,

(c)交 流 電 流iaの 波形 を示 す 。変 圧 器T'の 昇圧 比

aや 重 な り角uを 変 え る こ とに よ って, ia波 形 が も

つ 周 波 数 ス ペ ク トルが 変 わ る 。 この場 合 に もa=0と

い うの は無対回 路 に相 当す る 。

第3図 の回 路 は余 分 なD'や T'を 要 す る け れ ど

も,第1図 の回 路 の よ うに む だ に電 力 を消 費 す る部 品

を 原 理 上 は含 ま な い 。 こ の回 路 は損 失 な く直 流 電 流 の

脈 動 率 を高 め,下記 の よ うに電 源 側 交 流 電 流 の高 調 波

を 抵 減 で き る回 路 と な って い る 。

<3・2> 高 調 波含 有 量　 第4図(c)のia波 形 の

第4図 第3図 の回路の各部電圧電流波形
Fig. 4. Wave forms in the circuit of Fig. 3.

第2表 第4図ia波 形 の高 調 波 含 有 量An/A1

お よ び ひず み 率K1な ど の 計 算 例(%)

Table 2. Calculated values for AN/A1,K1,K2 

in % of ia wave form in Fig. 4.

フー リエ 係数 を 計 算 す る と

An=〓

n:奇 数

とな る。

第2表 は a=0.3お よ び0.5に こた い し,重 な り角

uが π/2お よ び π/4の 場 合 のAn/A1(%),お よび 前

章 で 定 義 したK1, K2(%)な ど の 計 算 値 を 示 す 。

リップ ル 周 波 数 交 流 に お け る重 な り角u=π/2～ π/4

は,実 際 あ り うる値 で あ ろ う。 第2表 の 数 値 と第1表

のa=0の 場 合(無 対 策 回 路)の 数 値 とを 比 較 す れ ば,

新 しい方 法 に よ っ て 第3調 波 は激 減 し第5調 波 以 上 の

含 有 量 も減 る こと を 知 る 。ま た,aの 値 を 大 き くす る

こ とが 高 調 波 低 減 に 効 果 が あ る こ とを 知 る 。

<3.3> 力 率  交 流 分 路 の変 圧 器T'の 一 次側

電 圧 の 振幅 は,第4図(a)に 示 すvdの 基 本 波 の振 幅

に 等 し く,こ れ は(4/3π ）Emと な る 。負 荷 に 加 わ る

直 流 電 圧Eoは ブ リ ッジDの 出 力 電 圧[第4図(a)]

の 直 流 分 と,ブ リ ッ ジD'の 出 力 電 圧(重 な り角uの

<16>  Trans. IE.E.J. 2/'73
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第3表　 昇 圧比aと ― 率 との 関 係

Table 3. Calculated power factors for several 

values of step up ratio 'a'.

第4表　 昇 圧 比aと 変 圧 器 容 量 との 関 係

Table 4. Calculated transformer capacities for 

several values of step up ratio 'a'.

期 間 だ け0で,他 は正 弦 半 波 と な る)の 直 流 分 との 和

で あ るの で

Eo=2/πEm＋1/π(1＋cosu)4/3aEm

とな る。 負 荷 に 供 給 され る電 力P0は

Po=E0l0=2/π{1＋2/3πa(1+cosu)}Em1o

と な る 。

電源 側 交 流 電 圧 の 実 効値EはEm/〓に 等 し く,

ま た 交 流 電 流i0の 実 効 値Iは

〓

と計 算 され る ので,力 率cosψ は

〓

で 与 え られ る 。

第3表 にa=0(無 対 策 回 路 ）お よ びa=0.3,0.5

に対 す る力 率 の計 算 値 を示 す 。

<3.4> 変 圧 器 の容 量　 第3図 で は主 ブ リッ ジD

に直 接 に交 流 電 源 が 接続 され て い る もの を 示 した が,

実 際 に は主 ブ リッ ジDと 電 源 との 間 に 主 変 圧 器 が 置

か れ る。 した が って,以 後 は変 圧 器T'の こ と を副 変

圧 器 と呼 ぼ う 。

主 変 圧 器 が 置 か れ て も主 ブ リッ ジ電 流 の 重 な り角 は

0で あ る と仮 定 す る。主 変 圧器 の 容 量 は

〓

で 与 え られ る。 主 変 圧 器 容量EIと 負 荷 電 力P0と

の 比 は 力 率 の 逆 数 で あ り

〓

と な る 。

次 に,副 変 圧 器 の一 次 電 圧 の 実 効 値E'は(4/3π)

Eで あ り,一 次 電 流(振 幅aIoの 台 形 波)の 実 効 値

I'はaIo〓 と計 算 され る ので,副 変 圧器

の 容量 は

E'I'=(4/3π〓)a〓EmIo

で 与 え られ る 。 これ か ら副 変 圧 器容 量E'1'と 負 荷 電

力P0と の比 を求 め る と

〓

が得 られ る 。

第4表 に はa=0(無 対 策 回路)お よ びa=0.3,

0.5に 対 す る主変 圧器 お よ び副 変 圧 器 の容 量 と出 力 と

の 比 の計 算 値 を示 す 。

こ の方 式 でa=0.5の 場 合 に 合 計 容 量 に お い て 無 対

策 回路(a=0)の 変 圧 器 容 量 の9～14%程 度 の 増 大 を

要 す る こ とが 知 られ る 。

<3・5> 交 流 分路 コ ンデ ンサ の容 量　 第3図 に お

いて フ ィル タFと は 交流 分 路 に直 流 が流 れ る こ と を

阻 止 す る オー ム数 の 小 さい コ ンデ ンサ で あ る と した 。

副 変 圧 器T'の 一 次 側 か らみ た イ ン ピーダ ンス は,大

ま か に はE'/I'で 与 え られ るの で,コ ンデ ン サ の リア

ク タ ンスXcは そ の 値 よ り じ ゅ うぶ ん 小 さ い こ とを要

す る。 い ま

Xc=k(E'/I')

と書 く とき, kの 値 を0.1程 度 に 選 べ ば じ ゅ うぶん

で あ ろ う。

コ ンデ ンサの 容 量 は

I'2Xc=kE'I'

とな る。 した が って,コ ンデ ンサ の 容 量I'2Xc(kVA)

と負 荷 電 力P0(kW)と の比 は,副 変 圧 器 容 量E'I'

(kVA)と 負 荷 電 力P0(kW)と の比 の1/10程 度 とな

る 。第4表 を参 考 にす れ ば,こ の値 はa=0.5の 場 合

で も2%程 度 以 下 で あ り非 常 に小 さ い 。

しか し,コ ンデ ンサ の キ ャパ シタ ンス値 は実 際上 か

な り大 きい こ とを 要 す る。 そ の 目安 を示 す概 算 を行 な

 うの に 参 考 とす るた め,第5表 に 電 気 車(製 造 初 年 が

最 も新 しい サ イ リス タ制 御 車)の 諸 元(6)を示 して お こ

 う。

リア ク タ ンスXcは

Xc=k{4/(3πa〓)}E/I0

で あ る 。第5表(1),(2)の 場 合 のE/Ioの 値 に つ

いてXcの 値 を 計算 す る と,第6表 の結 果 が 得 られ

VoL. 93-B, No.2 <17>
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第5表　 現用交流電気車における関係諸元(国 鉄)

Table 5. Some kinds of constants for AC locomotives of Japanese National Railways.

*: 第5調 波 な らび に第7調 波用 の コ ンデ ンサ に つ い て の合 計
。

**: 第5調 波 な らび に第7調 波 に対 す る容 童 の合計 で あ り
,塞 本 波 に対 す る容 量 は加 算 して な い 。

る 。

した が って,た と え ばXc=0.05Ω の と き,電 源

周 波 数fを50Hzと す れ ば,キ ャ パ シ タ ン ス 値

C(=1/4πfXc)は 約30,000μFと い う大 き な も の と

な る。

な お,第5表 を み れ ば 実 用 の コ ンデ ンサ に流 しう る

高 調 波 電 流 の 値,実 際 積 載 しうる コ ンデ ン サ容 量 値 な

ど の 目 安 が 得 られ る 。

4. 高 調 波 低 減 の 実 験

第5図 に示 す 実 験 回 路 を 用 い,高 調 波 低 減 に関 す る

実 験 を 行 な った 。主 変 圧 器Tの 一 次 側 に 加 え る交 流

電 源 は50Hz,100Vで あ る。 電源 と変圧 器 との 間 に

そ う入 した シ ャ ン トS(0.66Ω)の 端 子 電 圧 は 波 形 分

析 器 に 導 か れ,電 源 側 交 流電 流 に含 ま れ る高 調 波 量 が

測 定 され る。

主 変 圧 器 の二 次電 圧 は15Vで あ る 。負 荷 回路 は リ

ア ク 卜ル と抵 抗 と よ りな り,抵 抗Rの 値 を変 えて 負

荷 電 流 が変 え られ る 。 リア ク トルの 自 己 イ ン ダ ク タ ン

ス は100mH,交 流 分 路 に お け る コ ンデ ン サCの キ

ャパ シタ ンス は1,000μF,副 変 圧 器Tの 昇 圧比a

は0.5と した 。

第6図 に 高 調 波 量 の測 定 結果 を 示 す 。 横 軸 は 高 調 波

次 数nで,縦 軸 は 高 調 波振 幅 と基本 波振 幅 との比 で

あ る 。破 線 のa=0は 第1表 の数 値 をa=0.5は 第2

表 の数 値 を プ ロ ッ トした もので あ る 。実 線 はa=0お

よ び0.5に 対 す る測 定 値 を 示 す 。

これ か らa=0.5の 場 合 はa= (無対 策 回 路)の

第6表 Xcの 値(Ω ）

Table 6. Calculated of valuescond enser reactance 

Xc(ƒ¶) for several values of step up ratio 'a'.

場 合 よ り高 調 波 が 低 減 さ れ,特 に第3調 波 の 低 減 度 が

著 しい こ とが 知 られ る。

図 は負 荷 電 流 が 約4Aの 場 合 の 測 定 例 で あ る 。負 荷

電 流 が 完 全 平 滑 で な いた め に負 荷 電 流 を 変 え る と と も

に測 定 値 が上 下 に 移 動 す る(た と え ば,第5次 成 分 の

レベ ル が下 り,第7次 成 分 の レベ ル が 上 るな ど)普 か

し,負 荷 電 流 の値 が い く らで あ って も,第6國 に 示 さ

れ る程 度 に,従 来 方 式 に比 べ て 高 調 波 が 低 減 され る こ

とは ま ちが い ない 。

第7図 の 写 真 は α=0(無 対 策 回路)に お け る, (a)

負 荷電 流i0,(b)電 源 側 交 流 電 流i0の 波 形 を示 す 。

第5図　 実 験 回 路

Fig. 5. Experimental circuit.

第6図　 交 流 電 流 の周 波 数 ス ペ ク トル の 実 測 例

Fig. 6. Measured harmonic frequency spectrum 

of line current is in the circuit of Fig . 5.

<18> Trans. l. E. E. J. 2/'73



59 整 流 回路 の高 調 波低 減

第7図　 従 来 回 路 に お け る雷 流 油 形

Fig. 7. Current wave forms in the 

conventional bridged rectifier circuit.

ia波 形 は大 まか に は方 形 波 に近 く,第3調 波 を は じめ

と して 高 調 波 を 多 量 に含 む 。

第8図 の 写 真 はa=0.5の 場 合 に お け る(a)負 荷

電 流io,(b)交 流 分 路 電 流iF, (c)直 流 電 流id,

 (d)電 源 側 交 流 電 流iaの 各 波 形 を 示 す 。直 流 電 流ia

の 脈 動率 も大 で あ り,交 流 電 流ia波 形 の 高 調 波 含 有

量 は小 と な って い る 。

5. む す び

従 来 行 なわ れ て い る高 調 波 低 減 策 は,整 流 回 路 の交

流 側(電 源 側)に 共 振 フ ィル タを 並 列 接 続 す る こ とで

あ るの で,フ ィル タ コ ンデ ン サ に は高 調 波 電 流 と と も

に 電 源 周波 数 電 流 ま で 流 入 し,必 要 容 量 が そ の 分 だ け

大 とな る こ と,な らび に,電 気 車 の 場 合 に は き電 回 路

の イ ンダ クタ ンス の た め に 反 共振 周 波数 が フ ィル タ共

振周 波 数 よ り低 い ほ うに発 生 し,(7)た とえ ば,第3調

波 電 流 が そ の 本 来 の値 よ り拡 大 さ れ る現 象 が あ るこ と

な どが あ った 。 こ こ に提 案 す る方 式 で は,こ の難 点 が

避 け られ る 。 整 流 回 路 の 直 流 側(負 荷 側)に 交 流 分 路

を 備 え るか らで あ る。

この方 式 で は余 分 な副 変 圧器 や 副 ブ リッ ジな どを 必

要 とす る 。 キ ャパ シタ ンス値 の大 き い コ ンデ ンサ を 要

す るが,そ の 容 量 は じ ゅ うぶん 小 さ く しか も直 流 コ ン

デ ンサ で あ る 。副 ブ リ ッ ジが 負 荷 に直 列 接 続 さ れ る こ

とを 避 け た い 場 合 に は,並 列 接 続 す る方 法 も考 え られ

第8図　 提案回路におげる各部電流波形
Fig. 8. Current wave forms in the bridged 

rectifier circuit proposed.

る 。 これ に つ い て は の ち に報 告 す る 。 積 み重 ね 方 式

サ イ リス タ制 御 整 流 装 置へ の こ の方 式 の適 用 につ いて

も,の ち に報 告 す る 。

(昭和47年4月19日 受 付)
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